
平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 京都市産業連関表の作成 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ５，０００千円 
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
局配分枠 

担  当  課 産業政策課（２２２－３３２５） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 産業連関表は，市内産業間の取引関係や，市内生産額と市内需要額，輸出入額との

関係など基本的な経済構造を明らかにしており，国では経済を見通す際の基礎データ

として活用されているほか，大学，シンクタンク等の研究機関においては，重要事業

の経済波及効果の分析等にも広く用いられている。 

 一方，社会経済構造が大きな転換期を迎える中，平成２３年度には，各種経済統計

を拡充，体系化した「経済センサス活動調査」が国によって実施される。  

 そこで，京都市では，これを契機に，産業連関表を作成し，京都の強みを伸ばす産

業政策の企画立案に役立てるとともに，政策効果を客観的に評価するためのツール等

としても活用していく。 

 

［事業概要］ 

 「平成１７年京都市産業連関表」の試作，検証を踏まえて，京都市の産業特性を踏

まえた「平成２３年京都市産業連関表」の作成手法を検討する。併せて，産業連関表

を用いた経済波及効果の推計や事業評価への活用などにより，市の重要施策の効果を

客観的に捉え，市民に分かりやすく説明するための手法を研究する。 

 国においては，概ね５年をかけて産業連関表を作成しており，本市においても平成

２３年度から２７年度の５年間を事業期間とする予定である。 
 
（「平成２３年京都市産業連関表」公表までのスケジュール（予定）） 

・平成２３年度  産業連関表作成手法の検討，特別調査の実施 

  ～２４年度  経済波及効果推計手法の検討 

・平成２５年度  産業連関表の作成（データの収集，加工） 

  ～２７年度 

・平成２７年度  京都市産業連関表公表 

  ※国の関連統計の整備スケジュールに応じて，変更の可能性あり 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 フルカバー学生等就職支援事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ８０，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
雇用対策事業特別会計

担  当  課 産業政策課（２２２－３３２５） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 昨今の厳しい雇用情勢の下，就業機会に恵まれない求職者の機会確保に向け，より

効果的な対策が求められている。 

 また，平成２３年３月に大学等を卒業する予定者の就職内定率は，平成２２年１２

月１日時点で６８・８％と，前年同期を４・３％下回る過去最低水準となり，学生を

取り巻く就職環境は非常に深刻な状況となっている（文部科学省及び厚生労働省調

査）。 

  
 
［事業概要］ 

 本事業の受託事業者が離職者等を雇用し，当該被雇用者のＣＤＡ（キャリア・デベ

ロップメント・アドバイザー）（※）の資格取得を通じ，本事業終了後の就業を支援

する（賃金を受けながらＣＤＡの資格が取得できる。）。 

同時に，当該被雇用者が，大学等が提供するインターンシップ制度等の機会に恵ま

れない学生等に対して，就職に向けた人材育成研修を実施し，新卒者（既卒３年以内

の者を含む）等の意識改革から就職までの支援を行う。 
（※）ＣＤＡ：ＮＰＯ法人日本キャリア協会が，キャリアカウンセラーとして求められる基本

的な理論とスキルを習得していることを認定する資格 

（主な予定事業内容） 

①ＣＤＡ資格の取得と研修受講を組み合わせた人材育成 

②大学生等に対する就職支援セミナーや研修の実施 

③協力企業の開拓や関係機関に対する周知・調整 

④大学生等に対する個別キャリアカウンセリング 

⑤学生と企業をつなぐイベント等の実施 

⑥ＷＥＢサイト「京のまち企業訪問」（※）との連携 
 （※）京のまち企業訪問：京都市が運営する京都企業の紹介と若年求職者の雇用のミスマッ

             チ解消を目指したＷＥＢサイト。平成22年11月19日に開設。 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 商店街街路灯ＬＥＤ化推進事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 １０，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
未来まちづくり推進枠

担  当  課 商業振興課（２２２－３３４０） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

京都市では，「環境モデル都市」として，温室効果ガスを２０２０年度までに

１９９０年度比で２５％，２０３０年度までに４０％削減する目標を設定している。 

そこで，市内商店街の街路灯の光源を，水銀灯や蛍光灯から，消費電力量が少なく，

温室効果ガスの削減につながるＬＥＤ電球へ転換することによって，環境にやさしい

まちづくりを進めるとともに，安心・安全・快適に買い物ができる商業空間を創出し，

地域商業の活性化を図る。  

 

［事業概要］ 

ＬＥＤ電球が依然として高価であることから，京都市が市内商店会に必要経費の一部

を助成し，商店街街路灯のＬＥＤ化を促進していく。 
 
＜補助内容＞ 

 ・補助対象  市内商店会 

・対象経費   商店街街路灯等におけるＬＥＤ電球とソケット部分の交換に要する経費 

 ・補 助 率  ３分の２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 ソーシャルビジネス支援事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ６，０００千円 
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
未来まちづくり推進枠

担  当  課 商業振興課（２２２－３３４０） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

近年，まちづくりや商店街の振興をはじめとする地域の活性化，また，高齢者や子

育て支援等をはじめとする介護・福祉対策，更には，環境保護の取組や就学・就職に

係る問題等，社会的課題は多様化し，困難の度合いを深めている。  

従来，こうした課題については，行政や市民ボランティア，ＮＰＯ等が対応してき

たところであるが，最近は社会的課題をビジネスとして，収益性を確保しつつ解決し

ていこうとする「ソーシャルビジネス」(以下「ＳＢ」という。)が，課題解決に向け

た新たな担い手として注目されている。 

先般，経済産業省においても，ＳＢの取組を広く世の中に普及することを目的とし

て，全国の先進的な事例を整理し，その成功モデルを「ソーシャルビジネス５５選」

として取りまとめたところである。 

 

［事業概要］ 

ＳＢが社会的課題を解決するだけではなく，その活動が産業・商業面に及ぼす影響

についても着目し，ＳＢの調査・研究を始めるとともに，普及促進に向けた取組に着

手する。 
 

・ＳＢに係る調査研究 

・ＳＢに関する基本概念や現状，成功事例等に関するフォーラムの開催 

・ＳＢの市民へのＰＲ 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                               産業観光局 

事務事業名 商業グループ活性化支援事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ５，５００千円 
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
局配分枠 

担  当  課 商業振興課（２２２－３３４０） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

最近の京都駅周辺に代表されるように，スーパー，コンビニ，大型店舗の進出によ

り，地域に密着している店舗を取り巻く環境は一層厳しさを増している。 

こうした状況の下，活力ある商業集積を促進するため，商店街の枠組みを越えて，

既存の店舗グループや新たに芽生えた個々の店舗グループが，意欲あふれる前向きな

商業活動ができるよう，より広域的な視点から，店舗の魅力アップを図る事業を展開

する。 

 

 

［事業概要］ 

店舗の魅力アップを図るため，事業活動に強い意欲を持つ店舗グループ等に様々な

支援を行う。 
 
＜支援の内容＞ 

・ 地域課題の解決に向けた対応方法の調査・研究（専門家によるプロモーションの

実施，各種セミナーの開催） 

・ グループ相互の情報交換の場の提供 

・ グループ等からの提案による取組への支援 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                               産業観光局 

事務事業名 観光エリアと商業エリアの連携による 

観光・商業活性化事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ２４，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
雇用対策事業特別会計

担  当  課 商業振興課（２２２－３３４０） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

現在，京都駅周辺には，大型の商業施設の立地が相次ぎ，市内における商業集積の

環境が変わりつつある。市内には京都駅周辺だけでなく，四条河原町周辺等の商業集

積地域を有している。そこで，京都駅周辺の施設を訪れる方に他の商業地域を訪れて

もらうため，商業地域及び観光地とをマップ上で結ぶことにより，誘客を促進し，そ

れぞれの商店街をはじめ，地元商店や観光地の活性化を図る。 

 

［事業概要］ 

「歩いて楽しむ」をテーマに，商業集積地域の商店街等の商業施設並びに観光資源

と市内の観光地を結ぶ案内マップ（日本語及び外国語対応）を作成するとともに，イ

ベントの開催や観光ルート，ウォーキングコースの創出を進め，ＩＣＴ（※）も活用

することにより，紙や電子媒体で周知し，商業と観光の両面から地域の活性化を図る。

 

（※）ＩＣＴ：情報通信技術（information and communication technology ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 地球温暖化対策と連動した京都の森林 

（三山・北部山間地域等）整備・保全事業（寄付金付き商品の販売） 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 １６，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
雇用対策事業特別会計

担  当  課 商業振興課（２２２－３３４０） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 最近の消費動向においては，デフレの下，低価格な商品が求められる一方で，消費

者の社会貢献意識の高まりとともに，売上げの一部が環境保護の取組に充てられるな

どの社会貢献に資する商品の販売や購入の事例が増える傾向にある。 

京都三山及び北部山間地域では，急速に広がった「ナラ枯れ」の発生などにより，

景観の悪化が進んでいるが，森林を保全することは，良好な景観保持はもとより，二

酸化炭素吸収源として，地球温暖化対策の面からも大変重要な課題である。 

京都市では，ナラ枯れ被害の防止や被害木の処理など，様々な取組を進めているが，

対策の更なる拡充が必要であることから，近年の消費動向を踏まえ，商品の売上金の

一部を森林の整備や保全活動事業に充てる等の仕組みを構築し，市民・観光客と共に

魅力ある環境の形成を図る。 

 

［事業概要］ 

様々な関係業界の協力を得て，各企業に寄付金付き商品を販売していただく等，そ

の売上金の一部を二酸化炭素の吸収及び良好な景観づくりに資する森林整備・保全費

に充てる仕組みづくりを行う。 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                            産業観光局 

事務事業名 買い物弱者支援モデル事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ５０，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
雇用対策事業特別会計

担  当  課 商業振興課（２２２－３３４０） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

景気の低迷等による地域商店街の衰退やスーパーの閉店，大型店の撤退等で，日々

の買い物に困る高齢者を中心とした「買い物弱者（いわゆる買い物難民）」の問題が，

山間部の過疎地域のみならず，都市近郊の団地など，全国各地で生起してきている。 

経済産業省では，これらの課題に対応するため「地域生活インフラを支える流通の

あり方研究会」を平成２１年１１月に設置したところであり，同研究会が平成２２年

５月に発表した報告書では，食料品等の日常の買い物が困難な状況に置かれている

人々を「買い物弱者」と位置付け，その数を全国で約６００万人と推計するとともに，

官民が連携して対策に取り組む際のガイドラインを策定することなどを提言してい

る。 

本市においても，高齢者を中心とした買い物が困難な方々への支援策を検討し，課

題の解決に向けた取組を進めていく。 

 

［事業概要］ 

市内においてモデル地区の設定を行い，「買い物弱者」が日常生活で役立つ情報や

求めているサービス等の実態調査を実施したうえで，具体的な買い物難度やニーズ等

の把握に努める。その結果を活かし，民間事業者と連携してＩＴを活用することによ

り，自宅に居ながら商品の注文や受け渡しが可能となるような新たな流通システムを

構築する。その際，高齢者等にも利用しやすい簡易なシステムとなるよう，考慮して

いく。 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 商店街共同施設整備事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ２５，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
雇用対策事業特別会計

担  当  課 商業振興課（２２２－３３４０） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

平成２２年４月に施行した「京都市商店街の振興に関する条例」においては，商店

街の振興に係る基本理念として，「市民及び観光客の利便性の向上」，「地域の安心

安全の確保」と共に，「環境への負荷の低減」を掲げている。 

市内商店街では，これまで街路灯やカラー舗装，生ごみ処理機等の共同施設を整備

し，顧客の利便性の向上や環境にやさしいまちづくりに努めてきたところであるが，

長引く不況の影響で，施設の維持管理に対する経費が商店会にとって，大きな負担と

なっている。 

とりわけ，生ごみ処理機や冷暖房効率を高めるドライ型ミスト装置等，エコ・省エ

ネ効果が期待される設備については，大きな経費負担を伴うことから，導入が促進さ

れにくい現状にある。 

 

［事業概要］ 

商店街施設の適正な保守や，環境保護に寄与する施設設置に向けた取組への支援を

行う。 

・ 商店街共同施設の点検及び施設改良の調査・提案 

・ 環境に寄与する共同施設（生ごみ処理機やドライ型ミスト装置）導入を希望する

商店街の調査及び実験的導入 

 

 

 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 「伏見」城下町 観光・商業活性化事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 １６，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
雇用対策事業特別会計

担  当  課 商業振興課（２２２－３３４０） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

伏見桃山から中書島周辺（以下「伏見地区」という。）は，歴史資源を数多く有す

る魅力あふれる地域であり，伏見地区に立地する７商店街においても更なる活性化が

期待されている。 

同地区への観光客数は，昨年のＮＨＫ大河ドラマ「龍馬伝」放映の影響によって増

加し，平成２３年のＮＨＫ大河ドラマ「江～姫たちの戦国」でも，戦国時代の歴史資

源が多く残っている伏見地区が舞台として登場する可能性もあり，引き続き誘客が期

待できる。 

また，近年は，戦国時代を始め，歴史に興味を持つ人々が増え，いわゆる「歴女」

という言葉も生まれるほど人気を集めており，現地の史跡等を訪ねる観光客も一層多

くなると見込まれる。 

 

［事業概要］ 

豊臣秀吉の城下町として形成された同地区の歴史資源と近隣の観光資源及び商店街

の情報等をＰＲすることにより，観光・商業の活性化を図る。 

○安土桃山時代の歴史文化遺産の調査・発信 

○近隣観光・商業資源の発信 

（チラシ及びマップの作成，配布。ＩＣＴを活用した発信等） 

○歴史関連イベントの開催 

 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 次期京都市伝統産業活性化推進計画（仮称）の策定 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ３，０００千円 
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
局配分枠 

担  当  課 伝統産業課（２２２－３３３７） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 京都の基幹産業の一つである伝統産業の活性化を図ることを目的に，平成１８年度

に策定した「京都市伝統産業活性化推進計画」の計画期間が平成２３年度をもって終

了する。 

 伝統産業製品に対する需要の長期的な低迷をはじめ，本市の伝統産業界を取り巻く

環境は依然として厳しい状況が続いているため，平成２４年度以降の基本指針となる

「次期京都市伝統産業活性化推進計画（仮称）」を策定する。 

 

［事業概要］ 

 学識経験者，市民公募委員，伝統産業関係者等で構成する「京都市伝統産業活性化

推進審議会計画検討部会」を中心に，「京都市伝統産業活性化推進計画」終了後の５

年間（平成２４年度～平成２８年度）に取り組むべき伝統産業振興策について検討を

行い，平成２４年３月を目途に新たな計画を策定する。 

 

［スケジュール（予定）］ 

平成２３年 ９月  中間案の取りまとめ 

     １０月  パブリックコメントの実施 

平成２４年 ２月  最終案の取りまとめ 

      ３月  「次期京都市伝統産業活性化推進計画（仮称）」策定 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 「伝統産業の日」１０周年記念事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ５，０００千円 
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
局配分枠 

担  当  課 伝統産業課（２２２－３３３７） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 京都市では，１２００年を超える悠久の歴史の中で培われた京都の伝統産業の魅力

を国内外に発信するため，平成１３年度から春分の日を「伝統産業の日」と定め，毎

年多彩な事業を実施している。 

平成２３年度で１０周年となる節目を機に，春秋会展をはじめとする，京都が誇る

優れた伝統工芸品の展示に加え，和装，工芸，食といった幅広い京都の伝統産業の魅

力を五感で感じていただき，より多くの方が「伝統産業の日」に参加していただける

ような各種記念事業を展開し，本市の基幹産業である伝統産業の更なる振興を図る。 

 

 

［事業概要］ 

（１）１０周年記念「京都！伝統産業トークショー（仮称）」の開催 

   １０周年を記念して，集客力のある著名人によるトークショー等の「ステージ 

イベント」を開催し，和装をはじめとした京都の伝統産業をＰＲする。 

 

（２）１０周年記念「京料理＆スィーツフェア（仮称）」の開催 

  「伝統産業の日」の主会場である「みやこめっせ」で，京都の老舗料亭の仕出弁

 当や日本酒，近年，注目を浴びている和菓子等を集めた「京料理＆スィーツフェア

（仮称）」を開催する。 

 

（３）市内外での広報活動の強化 

市営地下鉄・市バス等でのＰＲ活動（ポスター中吊りなど） 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 京ものショッピングサイトの構築・運営事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ３０，０００千円 
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
雇用対策事業特別会計

担  当  課 伝統産業課（２２２－３３３７） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 伝統産業においては，生活様式の変化や長引く景気の低迷によって，需要の減少が

顕著となるなど，非常に厳しい状況が続いていることから，京都の伝統産業の魅力を

更にＰＲし，新たな需要の開拓につながる取組に着手する。 

 

［事業概要］ 

 現代のニーズにマッチした伝統産業製品を中心に，その商品の魅力を全国の消費者

に効果的にＰＲするとともに，インターネットを通じて実際に購入することができる

ショッピングサイトを開設・運営する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 マスタープランに基づく施設改築等基本計画業務 
（中央卸売市場第二市場） 

新規・継続の別 新規 
予  算  額 ２５，０００千円

未来まちづくり推進枠・局配分枠・
雇用対策事業特別会計の別 

未来まちづくり推進枠

担  当  課 中央卸売市場第二市場（６８１－５７９１） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

これからの中央卸売市場第二市場の方向性を具体化していく重点戦略を明らかにす

るため，平成２２年１２月に「京都市中央卸売市場第二市場「京
みやこ

ミートマーケット」

マスタープラン」を策定した。 

今後は，マスタープランの中で示された重点戦略の推進に向け，施設改築のための

整備基本計画の策定，段階的実施条件付基本協定の締結等に取り組んでいく。 
 

平成21年3月 「京都市中央卸売市場第二市場基本構想」策定 

平成21年7月 「京都市中央卸売市場第二市場マスタープラン（案）」の策定につい

て，第二市場運営協議会に諮問 

平成22年10月 運営協議会から第二市場マスタープラン（案）の答申 

平成22年11月 第二市場マスタープラン（中間案）に対する市民意見を募集 

平成22年12月 京都市中央卸売市場第二市場「京
みやこ

ミートマーケット」マスタープラン策定 

 

［事業概要］ 

○ 整備基本計画の策定に向けた取組 

第二市場マスタープランで示された市場機能強化への段階的な実施条件による取

組に基づき，と畜及びせり業務等の操業を継続しながら，施設を改築していく。 

平成２３年度は，整備基本計画の策定に向けて，施設の適正規模の設定，最適な

施設配置の検討案の作成，工事期間中の仮設計画の立案等を行っていく。 

○ 卸売会社等関連事業者の一元化及び段階的実施条件付基本協定の締結に向けた取組  

卸売会社等関連事業者の一元化及び段階的実施条件付基本協定の締結に向け，一

元化の主体となる現卸売会社の経営改善や，基本協定締結後における段階的実施条

件の着実な実行に対する支援を行う。 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                             産業観光局 

事務事業名 大学発技術シーズの活用支援事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ３，０００千円 
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
未来まちづくり推進枠

担  当  課 産業振興室（２２２－３３２４） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 京都市では，大学や研究開発機関が集積したメリットを最大限に活かし，産学公の

共同研究や研究成果について，産業界への移転を加速するための環境整備に取り組ん

できた。 

中小企業の事業化に向けた産学公連携をより一層促進させるため，中小企業がアプ

ローチしやすい平易な文章を用い，適用分野を明示するとともに，見やすいレイアウ

トや図表を活用した，分かりやすい技術シーズ集を作成することで，ものづくり中小

企業による事業化や技術の高度化を支援する。 

 

［事業概要］ 

財団法人京都高度技術研究所（アステム）に所属するコーディネータが，経験豊富

な技術系企業のＯＢ人材を擁する「ＮＰＯ法人京都シニアベンチャークラブ連合会（Ｋ

ＳＶＵ）」と連携しながら，大学の技術シーズ（研究により開発された技術の種，研

究レポート・論文等）のうち，地元中小企業で活用できる可能性の高いものを抽出し，

わかりやすく整理したうえで， 

・ 技術シーズ集の作成  ～冊子及びインターネットによる発信～ 

（毎年度１００テーマ程度を目標に作成） 

・ 技術シーズの企業とのマッチング，技術移転のコーディネート 

・ 知恵産業融合センターにおける産学公連携による研究開発支援への橋渡し 

を行うことで，中小企業による新商品・新技術の開発に結び付ける。 

 

※ 事業実施期間：平成２３年度～平成２５年度 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                             産業観光局 

事務事業名 京都発革新的医療技術研究開発助成 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ２０，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
未来まちづくり推進枠 

担  当  課 産業振興室（２２２－３３２４） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

京都市では，「京都バイオシティ構想」（平成１４年６月策定）に基づき，重点分

野の一つに掲げる「医学と工学の融合分野」における最先端技術の研究開発と事業化

を推進している。 

最先端技術の研究開発については，「京都市地域結集型共同研究事業」（平成１６

年度～２１年度）をＪＳＴ(独立行政法人科学技術振興機構)の支援を受けて実施し，

京都大学を中心とする大学及び地元の研究開発型企業等の結集により，商品化２件の

ほか，事業化に期待のできる成果を多数，創出するに至っている。 

同事業で基盤を形成した「医工連携」をベースに，平成２２年度からは，京都にお

ける医療産業の振興を図る「医工薬産学公連携支援事業」を開始し，革新的な医療機

器及び医薬品の開発につながる医療ニーズ及び技術シーズに関する情報収集と産学公

のコーディネーション活動（連携支援活動）を実施している。  
 
［事業概要］ 

市内の大学研究者及び中小・ベンチャー企業を対象に，革新的な医療技術に関する

研究開発への奨励的助成を実施し，医療分野における新技術の開発と新産業の創出を

支援する。 

また，「医工薬産学公連携支援事業」の拠点を，現在の「クリエイション・コア京

都御車」から京都大学「先端医療機器開発・臨床研究センター」内に移転する。これ

により，医学研究科・薬学研究科・再生医科学研究所に近接した環境で本格的に事業

を展開することができる。 

 ・助成対象：大学研究者，中小・ベンチャー企業 

 ・対象分野：新たな医療機器や医薬品等の開発につながる革新的な医療技術に関す

る研究開発活動 

 ・助成期間：１年間 

 ・助成金額：大学研究者１３０万円，企業１００万円 

 ・助 成 率：１０／１０ 

・助成件数：１５件程度 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 





平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 地域産学官共同研究拠点事業 

新規・継続の別 継続（充実）

予  算  額 ８９，９９１千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
局配分枠 

担  当  課 産業振興室（２２２－３３２４） 

事業実施に至る経過・背景など］ 

 独立行政法人科学技術振興機構の「地域産学官共同研究拠点整備事業」により，京

都市に配備された１０億円相当の高度研究機器を，「桂イノベーションパーク」及び

「京都リサーチパーク」に配置し，これまで京都市が進めてきた「京都バイオシティ

構想」及び「知的クラスター創成事業」等の産学公連携による成果を地域イノベーシ

ョンに結び付け，地域経済を活性化する。 

 

［事業概要］ 

 産学公が連携した共同研究による新事業創出と，高度研究機器を活用した中小企業

等への技術移転を，以下の２つのプロジェクトで展開する。 

 

１ バイオ計測プロジェクト 

 大学等の研究機関の基礎技術及び先端分析技術と，京都の先端産業を代表する計測

機器産業の製品開発能力を融合し，酒造業界をはじめとする食品バイオ，試薬，計測

機器等の分野において革新的な新商品・新技術を産学公が連携して開発し，地域産業

のイノベーションを創出する。 
 
２ 先端光加工プロジェクト 

  京都大学の最先端光加工技術の成果を活かしたマイクロ・ナノスケール制御が可

能な微細構造改質・加工技術や，超高精度・大面積で短時間に一括三次元処理が可

能な次世代加工システム等を産学公共同により開発する。また，これらの先端光加

工技術を中小企業に移転する。 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 





平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

産業観光局 

事務事業名 戦略的企業誘致の推進 
～企業立地促進助成制度及び公的インキュベート施設賃料助成の対象拡大～ 

新規・継続の別 継続（充実）
予  算  額 債務負担行為 

未来まちづくり推進枠・局配分枠・
雇用対策事業特別会計の別 

未来まちづくり推進枠
局配分枠 

担  当  課 産業振興室（２２２－３３２４） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 円高，デフレ等に伴う国内での設備投資意欲の減退に対応するため，京都市企業立地

促進助成制度及び公的インキュベート施設賃料助成について，それぞれ対象拡大を行

い，市内での事業拡大を目指す中小企業等をきめ細かく支援することにより，産業基盤

の強化を図る。 

 

［事業概要］ 

１ 京都市企業立地促進助成制度の対象拡大 

  工場等建物の賃借による新規拠点の設置に伴う設備投資について，設備・機器に係

る固定資産税相当額を２年間新たに助成する。 
 
２ 公的インキュベート施設賃料助成の対象拡大 

  独立行政法人中小企業基盤整備機構が運営する市内公的インキュベート施設（京大

桂ベンチャープラザ（北館・南館）及びクリエイション・コア京都御車）への入居に

対する賃料助成制度については，これまで，大学発ベンチャーや「京都市ベンチャー

企業目利き委員会」Ａランク（※１）認定企業等に対して適用していたが，第二創業や

産学共同研究等により，更に元気な経営を目指す「オスカー認定」（※２）を受けた中

小企業に対しても，同様の賃料助成制度を適用し，新事業の創出等を積極的に支援す

る。 
 
 ＜オスカー認定企業への賃料助成額（例）＞ 

  京大桂ベンチャープラザ南館の場合 

   現行８００円／㎡ ⇒ 拡大後１，６００円／㎡ 
 
※１ 「京都市ベンチャー企業目利き委員会」Ａランク 

全国から応募のあった事業プランの技術力や将来性などを評価し，事業成立の可能性が高い企業をAランクと認定している。 

※２ 「オスカー認定」 

    新規事業開発など企業価値の向上やねらい目の高さ，実現性等を評価し，優秀と認められる計画を作成した企業をオスカー認定

企業としている。 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

       産業観光局 

事務事業名 地域プラットフォーム事業 

新規・継続の別 継続（充実）

予  算  額 ４７，２５３千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
局配分枠 

担  当  課 産業振興室（２２２－３３２４） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

財団法人京都高度技術研究所を中核的支援機関に，市内の１２の産業支援機関，団

体を新事業支援機関として位置付け，これらをネットワーク化した「京都地域プラッ

トフォーム（総合支援体制）」を構築し，起業家や中小・ベンチャー企業に対して，

研究段階から事業展開に至るまでの各段階に応じ，技術開発面 ・人材育成面・経営強

化面における支援を行う。 
 
［事業概要］ 

○ 京都地域の大学の留学生との連携によるグローバル展開支援事業（新規事業） 

  「留学生のまち・京都」の強みを活かし，地域の中小企業へのインターンシップ

や就職を希望する海外留学生と海外進出を目指す中小企業とを結び付けるため，双

方が参画できるコミュニティの場（交流の場）を創設し，中小企業の海外展開に適

した人材育成やインターンシップ事業を実施する。 

財団法人京都高度技術研究所が主体となり，「京都市留学生いきいき人材バンク」

（※）を運営している財団法人京都市国際交流協会と連携するとともに，大学や企

業等とも協力しながら，事業の展開を図る。 
 

※ 京都地域に活動拠点を持つ企業，学校，地域団体等が，留学生を対象にインターンシップ，アル

バイト，交流事業等の情報を掲載し，登録している留学生と団体が直接的に連絡し交流を図るため

のホームページを運用している。  
 

○ 企業ＯＢ人材活用事業（新規事業） 

   ＮＰＯ法人京都シニアベンチャークラブ連合会（京都企業ＯＢクラブの連合体）

  を活用した，経営・技術・国際化支援や省エネ支援など様々な分野における中小企

業支援事業を実施する。 

（継続事業） 

◇ ビジネス総合力養成講座（起業家・ＭＯＴ人材育成） 

◇ 女性起業家セミナー「京おんな塾」 

◇ 京都・アントレプレナー創出事業 

◇ イノベーション・ジャングル（創業準備支援室）プロジェクト 

◇ 中小企業広報支援事業 

◇ 交流サロン活用型中国進出連携事業 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 





平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 マンガミュージアム新展開事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 １２，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
未来まちづくり推進枠 

担  当  課 産業振興室（２２２－３３２４） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

京都市では，高い経済波及効果や市場の成長が見込まれるマンガ・アニメ，映画，

ゲームなどのコンテンツ産業を推進するため，コンテンツ系大学の立地など，京都な

らではの地域資源を効果的に活用し，首都圏以外で唯一，JAPAN国際コンテンツフェス

ティバルのオフィシャルイベントとして「KYOTO CMEX」を開催するとともに，クリエ

イターの人材育成などに取り組んできた。 

こうした実績を更に発展させ，京都国際マンガミュージアムやコンテンツを活用し

た新産業の創出，人材育成機能の強化を図る。 

 

［事業概要］ 

(1)マンガコンテンツ活用推進事業 

マンガミュージアム研究員，芸術系大学生，デザイナー，企業等が連携し，マン

ガコンテンツをファッション・デザインに取り入れたリアルクローズ（日常に着る

ことができる服）の創作を通して，コンテンツのクロスメディア展開の可能性を探

ることにより，新産業の創出を図る。 

また，創作作品のファッションショーを開催して，優秀作品の選定を行う。 
 
(2)マンガミュージアムデコレーションプロジェクト 

大きな連続アーチ窓やアール・デコ調の外壁に特徴が見られる，京都国際マンガ

ミュージアムの壁面を生かした映像コンテンツの制作を課題とするコンペを開催

し，クリエイターの人材育成と，京都の固有資源の活用化を図る。 

また，市民も鑑賞できる上映会を開催し，クリエイターが作品を発表する場を設

けるとともに，優れた作品は他のイベント時にも上映するなど，クリエイターに更

なるチャンスの場を提供する。 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 コンテンツ産業推進事業 

新規・継続の別 継続（充実）

予  算  額 ２４，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
局配分枠 

担  当  課 産業振興室（２２２－３３２４） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

京都には，我が国初のマンガ文化の総合拠点である「京都国際マンガミュージアム」

をはじめ，数々のロケ地や撮影所，コンテンツ系大学が立地するなど，高い経済波及

効果や市場の成長が見込まれる，マンガ・アニメ，映画，ゲームなどのコンテンツ産

業に係る豊富な地域資源が存在する。 

こうした京都ならではのコンテンツ資源を活用し，本市が取り組むべきコンテンツ

産業の振興施策を盛り込んだ「京都市コンテンツビジネス研究会」の報告書に基づき，

これまで様々な事業に取り組んできた。 

引き続き，京都の持つコンテンツの魅力を国内外に広く発信するとともに，次代の

コンテンツ産業を支える人材を育成する。 

 

［事業概要］ 

(1)クリエイター人材育成事業（充実） 

   本市に立地するコンテンツ系大学等の豊富な人材を生かし，幅広いニュービジ

ネスを創出するという視点から，新たに，海外マーケットを視野に入れたコンテ

ンツ制作のノウハウの習得を目的として，海外から若手クリエイターを招へいし，

ワークショップ等による「クリエイター海外交流事業」を実施する。 

また，マンガ・アニメ，映画，ゲーム等の各コンテンツ分野のクロスメディア

展開を促進するクリエイターの育成に，引き続き取り組む。 
 
(2)KYOTO CMEX 2011(KYOTO Cross Media Experience 2011)（継続） 

 コンテンツ産業のクロスメディア展開を促進するため，マンガ・アニメ，映画，

ゲームなど，京都が持つコンテンツのポテンシャルと魅力を国内外に発信すると

ともに，次代のコンテンツ産業を支える人材の育成・交流に，京都府，京都商工

会議所等と連携して取り組む。 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 知恵産業融合センター推進事業 

新規・継続の別 継続（充実）

予  算  額 ５９，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 

未来まちづくり推進枠
局 配 分 枠 

雇用対策事業特別会計

担  当  課 産業技術研究所（３２６－６１００）   

産業振興室（２２２－３３２４）             
［事業実施に至る経過・背景など］ 

伝統産業と先端産業を融合し，それぞれの技術を効果的に生かした新技術・新製品 

の開発による新たな「京都ブランド」を創出するとともに，イノベーションを支える

人材を育成するため，平成２２年１１月に，産業技術研究所内に知恵産業融合センタ

ーを創設した。 

知恵産業融合センターでは，①研究開発支援，②人材育成，③市場分析・情報提供 

を積極的に行い，活力ある京都産業の発展を促進する。 

 また，「知恵産業のまち・京都の推進」を掲げる京都商工会議所とも連携し，伝統

産業と先端産業の融合事例の創出を加速させる。 

 

［事業概要］ 

１ 研究開発支援 

 伝統産業と先端産業の融合等による新たなプロジェクトの創出を促進するため，

専任のコーディネーター等を配置するとともに，発掘した事業化・商品化の可能性

が高いテーマに対して，研究開発を支援する。 
 
２ 人材育成 

 中小企業を対象として，自社の技術を新たな商品開発や事業展開につなげる発想

や，事業設計手法を学ぶためのセミナー等を開催する。 
 
３ 市場分析・情報提供 

 グローバル市場も見据えた新たな顧客を開拓し，産業の競争力を高める製品開発

を促進するため，企業等が持つ開発技術の市場分析を行うとともに，市場が求める

製品情報を企業に対して提供する。 
 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                   産業観光局 

事務事業名 中小企業技術者研修 

新規・継続の別 継続（充実）

予  算  額 １９，６４２千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
局配分枠 

担  当  課 産業技術研究所（３２６－６１００） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 京都市産業技術研究所では，伝統産業の後継者育成や市内製造業の技術力向上によ 

り，市内産業の振興を図ることを目的に，技術者養成を必要とする中小企業などを対 

象に人材育成事業を実施している。 

平成２２年度に工業技術センターと繊維技術センターの立地的統合による新産業技

術研究所を開所したことに伴い，中小企業技術者研修事業の再編成を行うとともに，

新たな研修を開講し，人材育成事業を充実させる。 
 
［事業概要］ 

 従来の研修を次の二つに再編するとともに，新たな研修を開講する。 

① 伝統産業技術者研修 

伝統産業に従事する技術者等を対象として，陶磁器，西陣織等の各コース研修を

行うことにより，後継者の育成や能力開発を図る。 

 ・伝統産業技術後継者育成研修 

 ・伝統産業実務者研修 

② 中小企業技術者研修 

広く中小企業の技術者，開発担当者等を対象として，デザイン開発プロセス等の

研修を行うことにより，その能力開発や人材育成を図る。 
 

＜新たに開講する研修＞ 

① デザイン開発研修 

製品開発，商品化に必要となるものづくり（デザイン開発）プロセスの様々な側

面の技術を，実践的な演習方式によって総合的に修得し，企業の商品企画力，デザ

イン開発力の向上につなげる研修 

② 京友禅（手描）プロ養成コース 

着物の図案作成に重点を置き，分業化された各友禅工程の技術について，工房実

習も含めた，より実践的なカリキュラムを構築し，高度な技術の修得を目指す研修 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 観光案内標識アップグレード推進事業 

新規・継続の別 継続（充実）

予  算  額 ５０，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
未来まちづくり推進枠

担  当  課 観光企画課（２２２－４１３０） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

年間約５，０００万人の観光客を迎える国際観光都市・京都では，国内外からの観 

光客の利便性の向上や，受入環境の充実を図るため，市内の観光案内標識を整備して

いるが，デザイン，表記内容の不統一や京都のまちなみとの不調和，観光案内標識の

不足など，様々な問題を抱えている。  

 そこで，観光客の満足度を更に高め，「歩く観光」を推進するため，現在の観光案

内標識の在り方を抜本的に見直し，観光客・市民の皆様の視点に立った，よりわかり

やすい観光案内標識について検討する「観光案内標識アップグレードプロジェクトチ

ーム」を，更には学識者や交通事業者等からなる「観光案内標識アップグレード検討

委員会」を設置し，モデル地域（中心市街地，周辺観光地）における検証を行いなが

ら，「観光案内標識アップグレード指針」（観光案内標識のガイドラインとその活用

方策）を平成２２年度中にとりまとめる予定である。  

  

 

［事業概要］ 

「観光案内標識アップグレード指針」に基づき，平成２３年度から平成２７年度ま

での５箇年で，市内の観光エリアの中から優先度の高いエリアを抽出し，観光案内標

識の整備を重点的に進める。 

平成２３年度については，平成２４年初頭に水族館がオープンする予定の梅小路エ

リアを対象エリアの一つとする。 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

産業観光局    

事務事業名 観光立国・日本 京都拠点プロジェクト 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 １０，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
未来まちづくり推進枠

担  当  課 観光振興課（２２２－４１３３） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

我が国では，持続可能な国づくりを進めるため，観光立国を新経済成長戦略の一つ

に掲げ，２１世紀の国づくりの柱として取組を進めている。 

こうした中，観光立国を目指すうえで，日本文化の原点であり日本を代表する国際

観光都市・京都が果たすべき役割・責任は大変大きい。 

このため，今後は，観光庁と連携を密にし，それぞれが持つノウハウ，ネットワー

クを融合し，観光立国を推進する共同事業に取り組んでいく（平成２３年１月，観光

庁・京都市共同プロジェクト「観光立国・日本 京都拠点」覚書に調印）。 

 

［事業概要］※詳細は別紙参照 

（１）外国人観光客受入環境の充実（宿泊施設向け緊急対応のための多言語コールセ

ンターの実証実験） 

（２）ラグジュアリー層を中心とする外国人観光客の誘致（ＩＬＴＭ  Ａｓｉａ エク

スカーションの実施） 

（３）ＩＣＴを活用した口コミによるプロモーション事業 

  

（※）ＩＬＴＭ  Ａｓｉａ（インターナショナル・ラグジュアリー・トラベル・マーケット アジア） 

ラグジュアリー層を顧客とする旅行会社（バイヤー）と高級ホテル，観光資源等（出展社）

との，総数1000人規模となる商談会。バイヤーを対象としたエクスカーション（観光資源視

察）も実施されることがある。ラグジュアリー層を対象としたイベントとしては最も影響力

が強い（2007年～2011年は上海で開催）。  

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

 



（別紙） 

 

（１）外国人観光客受入環境の充実 

宿泊施設向け緊急対応のための多言語コールセンターの実証実験（２，０００千円）  

   外国人観光客の夜間等における緊急対応のための宿泊施設向けコールセンター

を設置し，実証実験を行う。コールセンターは２４時間体制とし，英・中・韓の

３箇国語で対応する。 
 

＜コールセンターのイメージ＞ 

        コールセンター（24 時間体制 英・中・韓の3 箇国語） ※スタッフは他社業務と兼任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

（２）ラグジュアリー層を中心とする外国人観光客の誘致 

ＩＬＴＭ  Ａｓｉａ（２０１０年までの名称は「ＡＬＴＭ」）エクスカーションの実施（５，０００千円） 

   平成２３年６月１３日から１６日に開催されるＩＬＴＭ  Ａｓｉａで，ラグジ

ュアリー層を顧客にもつ多くのバイヤーが上海に集まる機会を活かし，京都への

ラグジュアリー層送客につなげる京都エクスカーションを行う（京都での観光関

連業者との商談会，京都の観光資源視察等）。 
 
 

（３）ＩＣＴを活用した口コミによるプロモーション事業（３，０００千円） 

   家族や友人，知人の話（いわゆる口コミ）は，京都市外国人観光客動向調査 

（平成１９年度実施）における観光情報の入手経路の質問においても，インターネ

ット，旅行ガイドブックに次いで，第３位となっているなど，旅行先の決定に大き

な影響力を持っている。 

近年，インターネットの普及促進に伴い，電子掲示板，会員制コミュニティサイ

トなど，ネット上で口コミによって情報交換を行う環境が急速に整いつつあり，旅

行先の決定に当たって，その影響力が飛躍的に増大している。 

   そうしたことから，世界でも観光に力を入れている先進的な自治体では，積極的

にＩＣＴを活用した口コミによるプロモーションを行っており，国際競争に打ち克

つため，京都市においても取組を進めていくことが不可欠である。 

   世界的に普及しているＳＮＳ(※）であるフェースブックやツイッターを用いて，

京都ページの登録者（ファン）を増加させるためのキャンペーンの実施や，旬の観

光情報や写真のタイムリーな掲載を行い，利用者の口コミを活用しながら，京都の

魅力をＰＲし，海外からの観光客誘致を促進する。 

  ※ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）：インターネットを利用したコミュニケーション

サービス 

①宿泊施設スタッフとの仲立ち（通訳業務） 

○宿泊施設にクレームを言いたい 

○誤って何か壊した 

  ○（弔いごとなどで）緊急に本国の家族などと連絡をとりたいが 

   方法が分からない 

○予定を急きょ変更したい（宿泊キャンセルなど） 

②緊急窓口一時受付 

○体調が悪い・ケガをした（アレルギーなども含め） 

   ・状況を聞いたうえで，救急車Or近くの救急病院を紹介 

    （場合によっては宿泊施設の救急対応も） 

  ○何かを盗られた   

救急施設 

警察 

忘れ物 

センター

宿泊施設 

宿泊施設 

① 

② 

② 

② 

② 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

産業観光局   

事務事業名 京都らしい MICE 開催の支援 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ５，０００千円 
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
未来まちづくり推進枠

担  当  課 観光振興課（２２２－４１３３） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 京都市では，経済的・社会的効果の大きいＭＩＣＥ（※）の誘致・振興を促進する 

ため，全国の自治体に先駆けて，「京都市ＭＩＣＥ戦略」を策定（平成２２年３月） 

したが，「ＭＩＣＥ開催地」としての京都の魅力は，経済界をはじめ各種業界でもま 

だ十分に浸透していない。 

ＭＩＣＥ開催者へ京都をＰＲするための具体的なツールの一つとしては，ＭＩＣＥ 

開催時に，京都ならではの特色を出せる支援メニューが不可欠であるが，ＭＩＣＥは，

通常の観光とは異なり，会議やパーティが中心になるケースが多く，成功の主な要素

として，印象深く斬新な会場やユニークな体験の演出が挙げられる。 

 

※ＭＩＣＥとは， 

 「M」：Meetingは，企業のミーティング等 

 「I」：Incentiveは，企業が従業員の表彰や研修などの目的で実施する旅行（企業

     報奨・研修旅行） 

 「C」：Conventionは，国際団体・学会・協会が主催する総会，学術会議等 

 「E」：Event/Exhibitionは，文化・スポーツイベント，展示会・見本市 

 

［事業概要］ 

「ほんものの京都」の一端に触れる機会を提供し，「京都らしさ」を演出するため

の会議開催支援制度を創設することにより，更なるＭＩＣＥの誘致・振興を推進して

いく。 

具体的には，伝統産業や文化芸術の実演者，芸舞妓等を会議場所やパーティなどに

派遣する支援制度を新たに創設する。 
 
支援対象：中小コンベンション，一定規模以上のミーティング，インセンティブ 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                     産業観光局 

 

事務事業名 NHK 大河ドラマ「平清盛」観光ＰＲ事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 １３，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
雇用対策事業特別会計

担  当  課 観光振興課（２２２－４１３３） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 京都市ではこれまでから，ＮＨＫ大河ドラマにおいて京都が舞台となる機会を捉え，新

聞・テレビ・出版・インターネット・旅行業界等，多様な情報メディアに対して，史跡・

名勝など，ドラマと関連した京都の観光情報を提供し，観光客の誘客に努めてきた。 

 平成２４年１月からは，「平清盛」（※）を題材にしたＮＨＫ大河ドラマが放映される

ことから，「平清盛」にまつわる史跡・名勝（六波羅蜜寺，祇王寺ほか）などの情報を発

信する。 

 

（※）平清盛：平安末期の武将・政治家。保元，平治の乱で他勢力を追い払い，太政大臣

として平氏政権を確立。京都市には，六波羅蜜寺（清盛の僧形坐像），若

一神社（清盛の別荘の跡），祇王寺（清盛が寵愛した祇王，仏御前が余生

を過ごした地）など，清盛ゆかりの地が多く存在する。 

 

 

［事業概要］ 

・ 旅行会社，交通機関，マスコミ等において「平清盛」をテーマとした旅行商品の 

開発や宣伝販売，記事掲載等に活用していただく，フォトＣＤ－ＲＯＭの作成 

・ 平清盛にまつわる史跡等をめぐる散策マップ，ホームページの作成 

・ ＰＲイベント等の実施 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

産業観光局   

事務事業名 京都ユニバーサル観光ナビの充実 

新規・継続の別 継続（充実） 

予  算  額 ６，６００千円 
未来まちづくり推進枠・局配分枠・ 

雇用対策事業特別会計の別 
雇用対策事業特別会計

担  当  課 観光振興課（２２２－４１３３） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 京都市では，高齢者や障害のある方など，誰もが快適に安心して京都観光を楽しめる

受入環境を整備するため，民間団体等と連携し，ユニバーサルツーリズムを推進してい

るところである。 

その一環として，平成２１年３月に開設し，市内の観光モデル１０コースとバリアフ

リー情報を発信している「京都ユニバーサル観光ナビ」について，施設やトイレのバリ

アフリー情報を更に充実させ，ユニバーサルツーリズムの一層の推進を目指す。 

 

 

［事業概要］ 

 新たな飲食情報の発信サービスを開始するとともに，モデルコースの追加設定を行

う。また，スマートフォン（※）への対応など，更なる機能強化を検討する。 

 

 （※）スマートフォン：音声通話以外に，インターネットへの接続，スケジュールの管理， 

メモ帳など，パソコン並みの多機能をもつ携帯電話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 京都型農林業プロジェクトの設置 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 １，０００千円 
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
局配分枠 

担  当  課 農政企画課（２２２－３３５１） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 京都市の農林業においては，全国的な傾向でもあるが，生産額の減少や従事者の高

齢化等が進み，収入の確保や担い手の育成が課題となっている。 

 一方で，本市は大消費地であるとともに，歴史都市として豊富な文化が蓄積されて

いること，全国的にも定着した「京都ブランド」など，京都らしい新たな農林業振興

を図るための条件が揃っている。 

 こうした状況を踏まえ，平成２２年度に策定した「京都市農林行政基本方針」にお

いては，産業として魅力ある農林業の構築と担い手の育成に向け，京都型農林業検討

プロジェクトを設置することとしており，その中で，農業と林業，更には観光等の他

産業や大学との連携を図りながら，京都ならではの農林業の振興策を検討していく。 

 

［事業概要］ 

 学識経験者，若手農林業従事者，大学院生，企業家等によるプロジェクトを設置し，

新しい京都型農林業を形づくるための検討を行い，その具体化を図る。 

＜検討の視点＞ 

 ・ 食文化をはじめとした京の文化と農林業との更なる連携 

 ・ 農商工連携，産学公連携，６次産業化 

 ・ 農林業複合経営モデルの策定 等 

 

 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 北部農林業地域振興対策 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 １，０００千円 
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
局配分枠 

担  当  課 農政企画課（２２２－３３５１） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 左京区北部農林業地域の面積は，約１２，０００ｈａあり，その９５％を森林が占

めている。同地域では，過疎化や高齢化が進んでいるが，豊かな自然や文化，農林業

を中心とした産業は，本市にとって貴重な財産であり，これらの維持，継承を図って

いく必要がある。 

 そこで，現在実施している「ふるさと森都市フェスティバル」に加えて，地域活性

化に向けた事業を新たに実施する。 

 なお，事業実施に当たっては，京都府の補助事業である「里力再生事業」を活用す

る。 

 

［事業概要］ 

１ 里力再生計画の作成  

  地域の現状と課題を把握し，地域の目指す将来像や焦点を絞った取組を，地域の 

 話し合いを通じてとりまとめる。 

２ 地域資源創出活動 

  山菜，ジビエ等の地域食材やその食材を使った加工品を掘り起こすことにより，

新しい地域特産物を創出し，地域内の交流施設やホテル等における販売を検討する。

 

 

 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 農業振興対策事業（パイプハウス及びペレットヒーター導入整備）  

新規・継続の別 新規 

予  算  額 １２，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
未来まちづくり推進枠

担  当  課 農業振興整備課（２２２－３３５２） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

京北地域では，従来から水稲中心の農業が営まれてきたが，農業所得の増収を目指し

て「みず菜」「伏見とうがらし」「京こかぶ」「紫ずきん」をはじめとする京のブラ

ンド野菜と共に，新京野菜である「京唐菜」や「京ラフラン」の生産拡大が図られて

きた。平成２２年に開設した「道の駅ウッディー京北」における新京野菜等の販売は

非常に好調であり，需要に対して供給が追いついていない状況にある。 

 

［事業概要］ 

新京野菜（京唐菜，京ラフラン）等の効率的かつ安定的な生産を拡大させるため，

パイプハウス（温室）及びペレットヒーター（環境にやさしい森林エネルギーである

木質ペレットを用いた暖房）を導入・整備し，「道の駅ウッディー京北」への安定供

給を行うとともに，農家の所得拡大を図る。 
 

（平成２３年度） 

  ・パイプハウスの整備   ７棟１４１１㎡（受益戸数６戸） 

  ・ペレットヒーターの導入 ５台（新規ハウス用３台，既存ハウス用２台） 

 （全体計画） 

平成２４年度にも同様にパイプハウス７棟１４１１㎡，ペレットヒーター５台

を導入予定。 

 

 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 農業用水路に治水機能を付加した雨に強い 

まちづくり推進事業 

新規・継続の別 新規 
予  算  額 ２５，０００千円

未来まちづくり推進枠・局配分枠の別 未来まちづくり推進枠 

担  当  課 農業振興整備課（２２２－３３５２） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

「地方分権一括法」及び「改正国有財産特別措置法」により，平成１７年度に京都 

市に譲与された里道・水路等のうち，農業用水路については，作物の種類や生育に合

わせた浚渫や草刈り，せき板・樋門の開閉を行う必要があることから，産業観光局が

所管し，農業者自らが機能管理を行っている。 

しかしながら，市街化区域内の農業用水路の多くは，農地の宅地への転用などによ

り，管理者が減少する中，農業用水の利用を主とした管理に加え，堆積する土砂や老

朽化等する水路の対応まで担えず，治水機能が低下し，農業者はその対応に苦慮して

いる。  

そのため，治水に支障となり得る取水施設の適正管理を産業観光局と農業者で担い，

治水対策を専門に担う建設局，上下水道局がその雨水流下能力を保全するため，除草，

浚渫等の機能管理に努めることにより，市民生活の安心安全を確保するとともに，農

業者が安心して農業に従事できる環境を整備する３局が融合した取組が必要となって

いる。 

そこで，適正な治水管理ができる農業用水路を特定し，建設局，上下水道局へ迅速

に引き継いでいくため，治水機能の確保に必要な浚渫，草刈り，水路補修等を行う。 

 

［事業概要］ 

 （平成２３年度） 引継ぎ予定延長約３．８ｋｍ 

  ・浚渫・草刈り  約１９００ｍ   

  ・水路補修等   約 ４００ｍ 

  ・施設撤去    約７箇所 

 （全体計画） 

治水を優先すべき水路の引継ぎ予定延長約４５ｋｍ（平成２３年度～３２年度）

※利水機能及び治水機能がない農業用水路は廃止予定 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 花育活動実践事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ３０，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
雇用対策事業特別会計

担  当  課 農業振興整備課（２２２－３３５２） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

近年，ライフスタイルの変化や経済不況の影響を受け，花きの消費は縮小傾向にあ

り，市民が花や緑に親しむ機会はますます少なくなってきている。 

そこで，老若男女を問わず広く市民が花や緑に触れる様々な事業を展開し，花や緑

が身近にある生活への意識を高めることにより，将来的な花きの需要拡大を図る。 

 

 

［事業概要］ 

１ 「花育」をテーマとした講習会やイベントの企画と実施 

   ・フラワーデザイン関係団体と連携した，生け花やフラワーアレンジ教室の開催

   ・市内花き生産者と連携した，花き生産現場の見学や作業体験の実施 

   ・花き市場の場内見学（せりの見学等） 

・アロマセラピーやフラワーセラピーなど，観賞する以外の花の効用や楽しみ方

に関する講習会の実施 

２ 花き消費拡大ＰＲイベント等での花育啓発活動 

   ・花と緑の市民フェア等，市内花き関連イベントでの啓発活動や講習会の実施 

 

 

 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 四季・彩りの森復活プロジェクト 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ４２，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 

未来まちづくり推進枠

雇用対策事業特別会計

担  当  課 林業振興課（２２２－３３４６） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 市街地周辺の三山においては，燃料革命以降，薪炭材や肥料採取源として森林が利用

されなくなるなど，「人と森との関係」が希薄になったことにより，管理が放棄され，

かつて四季に彩られた森林の景観が大きく変化した。 

 さらに，近年のカシノナガキクイムシによるナラ枯れ被害やシカの食害の増加等によ

り，森林の裸地化と景観の悪化に拍車がかかっている。 

［事業概要］ 

三山を積極的に整備していくための指針となる「三山森林景観保全・再生ガイドライ

ン」（平成２３年３月策定予定）に基づき，被害跡地を復旧するとともに，「森の資源

を持続的に使って森を元気にする」ための基盤を整備することで，災害に強く，四季の

彩りを感じさせる京都三山への再生を図り，歴史都市・環境モデル都市として魅力ある

環境の形成を目指す。 

１ 事業対象候補地 

東山連峰の瓜生山（左京区）から稲荷山（伏見区）の範囲で，市街地からよく見える部分 

２ 実施年度 

平成２３～３２年度（平成２３～２７年度までを前期，以降を後期とし，後期は 

前期の効果や社会情勢等を踏まえ事業内容を見直す） 

３ 実施内容 

（１）森林調査 

   土地所有者調査，植生現況調査，景観施業路（市街地からの景観に配慮した森林

施業用の道（幅員２～２．５ｍ））等調査 

（２）四季の森施業 

   被害樹木の伐採，地域性苗木（ヤマザクラやモミジなど）の植栽，保育施業（植

栽後の草刈や間引き作業），防鹿柵の設置  

（３）条件整備 ※平成２４年度以降に実施 

   景観施業路の設置，モノレールの設置 

（４）普及活動 

   被害木利用推進協議会の設置等 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

産業観光局 

事務事業名 木質資源利用推進事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ５，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
未来まちづくり推進枠

担  当  課 林業振興課（２２２－３３４６） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

京都市では，「特定間伐等促進計画」を策定し，平成２０年度から平成２４年

度までの５年間に３，５００ヘクタールの間伐を実施することを目標に掲げてい

るが，間伐材の搬出作業に多大な労力を要するため，多くの伐採木が林地内に放

置され，貴重な森林資源が活用されていない。 

一方，京都市では，化石燃料から木質バイオマス燃料への転換を図ることによ

って，地球温暖化対策に取り組むとともに，「木の文化を大切にするまち・京

都」を推進するため，国庫補助事業を活用し，民間会社を事業主体とした燃料

用木質ペレット製造工場を平成２１年度に建設したところである。 

 

 

［事業概要］ 

間伐材の搬出経費の低減化を図ることにより，間伐材の利用促進と木質ペレ

ットの利用拡大を図り，森林の健全化と地球温暖化防止につなげる。  

平成２３年度は，森林組合に対し，木質ペレット製造用の間伐材の搬出経費

に対して，１㎡当たり，２，０００円の助成を行う。 

 

 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 



 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 北山丸太販路開拓事業 

新規・継続の別 新規 
予  算  額 ３５，０００千円

未来まちづくり推進枠・局配分枠の別 雇用対策事業特別会計 

担  当  課 林業振興課 （２２２－３３４６） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

北山丸太は，古くから茶の湯文化を支える茶室や数奇屋，また一般住宅においても

床柱等の建築用材として，全国で広く用いられてきた。 

しかしながら，近年，建築様式の変化等により，需要や価格が低迷し，生産地であ

る北山林業の衰退が著しい。 

このため，関東圏等を視野に入れた需要ニーズの把握，新たな商品や販路の開拓に

取り組み，北山丸太の需要拡大を図る。 

 

［事業概要］ 

北山丸太生産者と民間企業等による共同商品のＰＲや問屋等との共同見本市の開催

と共に，丸太の新規用途を創出するため，工務店等による住宅等のモデル施工に対す

る支援を行い，新たな商品の開発，需要先の開拓を進めることで，北山杉ブランドの

再構築と需要拡大を図り，北山林業の活性化を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 戦略花き生産・消費拡大緊急事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ３１，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
雇用対策事業特別会計

担  当  課 西部農業振興センター（３２１－０５５１） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

近年の花苗業界を取り巻く環境は，消費の落ち込みから価格が低迷するなど，非常

に厳しい状況が続いている。京都市内も例外ではなく，健全な経営状態を保つために

は，経営品目の戦略的な転換が求められている。 

しかしながら，市内花苗農家には，自力による研究開発や，消費者動向の調査を行

う時間的，経済的な余裕がない状況にあるため，花苗農家の効率的な経営の支援に取

り組む。 

 

 

［事業概要］ 

京都市内の花苗農家の効率的な経営を支援するため，市内での栽培に適した利益率

の高い品目を調査し，有望品目の試験栽培を通じて栽培技術を確立し，市内農家への

普及を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 ｢京の街角マルシェ｣推進事業 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 ６０，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
雇用対策事業特別会計

担  当  課 東部農業振興センター（６４１－４３４０） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

農産物価格の低迷等，都市農業を取り巻く情勢は厳しく，市内農業者の経営を圧迫

し，将来の展望を不安定なものにさせている。 

そこで，市内農産物をはじめとする地域資源を活用し，新たな付加価値を生み出す

地域ビジネスモデルを創出し，農業経営の安定化に向けた取組を行う。 

 

［事業概要］ 

生鮮地場農産物や加工品等を扱うマルシェや農家食材レストランを設置する。 

これらの運営に当たっては，京の旬野菜協会や中央卸売市場等の関係機関とも連携

し，地産地消の推進による，旬の地場農産物の消費拡大や地域資源の有効活用を行い，

地域農業の活性化につながる新たな起爆剤としていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

 



平成２３年度 京都市予算案 事業概要 

                                 産業観光局 

事務事業名 孟宗
も う そ う

竹林再生支援活動 

新規・継続の別 新規 

予  算  額 １０，０００千円
未来まちづくり推進枠・局配分枠・

雇用対策事業特別会計の別 
雇用対策事業特別会計

担  当  課 東部農業振興センター（６４１－４３４０） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 食料及び農業をめぐる情勢が厳しさを増す中で,農業生産の基盤である農地は,農業

従事者の高齢化や後継者不足により，荒廃が進み，地域環境の悪化を招いている。 

特に，孟宗竹林畑は，放置すると荒廃化が急速に進み，更には周辺の山林が荒れた

竹林へと変わり，ゴミの不法投棄の温床にもなりかねないため，地域内において大き

な問題となっている。 

 

［事業概要］ 

 荒廃化している孟宗竹林を，良質なタケノコ畑に再生させるため，地域で竹林再生

の活動経験を持つＮＰＯ法人の指導の下，新たな担い手や社会貢献を目指す企業の社

員ボランティアが連携して，間伐，土入れなどの主要な作業を行う。 

これにより，新たな地域再生モデルの構築を目指すとともに，担い手の養成・確保

と地域環境の維持及び地域農業の活性化に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 

 

 


